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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロセス制御システムにおいてフィールド装置及びプロセスコントローラ間の通信経路
を検証するための方法であって、
　検証コントローラからの指令信号を、第１の無線通信経路を介して、フィールド装置ま
たはプロセスコントローラのうちの一つと関連するプロセス制御システムの第１の部分に
送信することと、
　プロセス制御システムの第１の部分において指令信号を受け取ったことに応答して、プ
ロセス制御システムの第１の部分から、第１の配線式通信経路を介して、フィールド装置
またはプロセスコントローラのうちの他の一つと関連するプロセス制御システムの第２の
部分に検証信号を送信することと、
　プロセス制御システムの第２の部分において検証信号を受け取ったことに応答して、プ
ロセス制御システムの第２の部分から第２の無線通信経路を介して検証コントローラに受
領信号を送信することと、
　検証コントローラにおいて検証信号を受け取ったことに応答して、フィールド装置及び
プロセスコントローラ間の第１の配線式通信経路を検証することと、
　を含む方法。
【請求項２】
　フィールド装置及びプロセスコントローラ間の第１の配線式通信経路を検証することに
は、プロセス制御システムの第１の部分が、プロセス制御システムの第２の部分に通信可
能に連結されるように指定されているかどうかを検証コントローラにおいて判断すること
が含まれる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　プロセス制御システムの第１の部分がプロセス制御システムの第２の部分に通信可能に
連結されるように指定されているかを判断することには、指令信号と関連する識別子及び
受領信号と関連する識別子を、指令信号の指定された識別子及び受領信号の指定された識
別子と比較することが含まれる、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　検証コントローラがプロセス制御システムの第２の部分から受領信号を受け取らない場
合、プロセス制御システムのいずれの部分がプロセス制御システムの第２の部分に通信可
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能に連結されるかを判断するために、検証コントローラから第１の無線通信経路を介して
プロセス制御システムのその他の複数の部分に指令信号を送信することと、
　プロセス制御システムの第２の部分から受領信号を受け取ったことに応答して、対応す
る指令信号がプロセス制御システムのいずれの部分に送られたかを判断することと、
　プロセス制御システムの第２の部分に第１の配線式通信経路を介して通信可能に連結さ
れた状態で前記対応する指令信号が送られたプロセス制御システムの一部分を示すことと
、
　を更に含む、請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　検証コントローラが、プロセス制御システムの複数のその他の部分に指令信号を送信し
た後にプロセス制御システムの第２の部分から受領信号を受け取らない場合、第１の無線
通信経路を介して検証コントローラからプロセス制御システムの複数のその他の部分に逆
極指示を含む指令信号を送信することと、
　プロセス制御システムの第１の部分において逆極指示を受け取ったことに応答して、第
１の配線式通信経路を介してプロセス制御システムの第１の部分からプロセス制御システ
ムの第２の部分に逆極性検証信号を送信することと、
　検証コントローラにおいて検証信号を受け取ったことに応答して、フィールド装置及び
プロセスコントローラ間の第１の配線式通信経路が逆極性を有することを示すことと、
　を更に含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　検証コントローラが、逆極指示を含む指令信号を送信した後にプロセス制御システムの
第２の部分から受領信号を受け取らない場合、プロセス制御システムの複数のその他の部
分に検証コントローラから第１の無線通信経路を介して逆極指示を含む指令信号を送信す
ることと、
　プロセス制御システムの第２の部分から受領信号を受け取ったことに応答して、対応す
る指令信号がプロセス制御システムのいずれの部分に送られたかを判断することと、
　プロセス制御システムの第２の部分に第１の配線式通信経路を介して通信可能に連結さ
れた状態で前記対応する指令信号が送られたプロセス制御システムの一部分を示すことと
、
　を更に含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　検証コントローラが、プロセス制御システムの複数のその他の部分へ逆極指示を含む指
令信号を送信した後にプロセス制御システムの第２の部分から受領信号を受け取らない場
合、プロセス制御システムの第１の部分が接続エラーを有することを示すことと、
　を更に含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　接続エラーが、プロセス制御システムの第１の部分がプロセス制御システムのその他の
部分に通信可能に連結されないことを示す、
　請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　検証コントローラからプロセス制御システムの第１の複数の部分に、各々が異なる周期
を含む複数の指令信号を送ることと、
　プロセス制御システムの第１の複数の部分の各部分が対応するプロセス制御システムの
第２の複数の部分から複数の受領信号を検証コントローラにおいて受け取ることと、
　プロセス制御システムの第１の複数の部分の各々がプロセス制御システムの第２の複数
の部分の第２の部分の各々に通信可能に連結されるように指定されているかを検証コント
ローラにおいて判断することと、
　を更に含む、請求項１～８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　フィールド装置が、無線送受信機を含んでおり、且つ、検証コントローラから指令信号
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を受け取る検証中継ボックスに第２の配線式通信経路を介して通信可能に連結される、
　請求項１～９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　プロセスコントローラが、検証中継ボックスに連結される入・出力（Ｉ／Ｏ）カードに
第１の配線式通信経路を介して通信可能に連結される、
　請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　プロセスコントローラが、送受信機を含むプロセス制御マネージャに第３の配線式通信
経路を介して通信可能に連結される、
　請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　検証コントローラが、プロセス制御システムの第２の部分の代わりにプロセス制御シス
テムの第３の部分から受領信号を受け取る場合、プロセス制御システムの第３の部分が第
１の配線式通信経路を介してプロセス制御システムの第１の部分に通信可能に連結される
ことを示すことをさらに含む、
　請求項１～１２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　プロセス制御システムにおいてフィールド装置及びプロセスコントローラ間の通信経路
を検証するための機器であって、
　第１の無線通信経路を介してフィールド装置またはプロセスコントローラのうちの一つ
と関連するプロセス制御システムの第１の部分に指令信号を送信し、
　第２の無線通信経路を介してフィールド装置またはプロセスコントローラのうちの他の
一つと関連するプロセス制御システムの第２の部分から受領信号を受け取り、
　プロセス制御システムの第１の部分及びプロセス制御システムの第２の部分の間の第１
の配線式通信経路を検証する、
　ための検証コントローラ
　を備える機器。
【請求項１５】
　検証コントローラが、プロセス制御システムの第１の部分が第１の配線式通信経路を介
してプロセス制御システムの第２の部分に通信可能に連結されるように指定されているか
どうかを判断することにより第１の配線式通信経路を検証する、
　請求項１４に記載の機器。
【請求項１６】
　検証コントローラが、プロセス制御システムの第１の部分がプロセス制御システムの第
２の部分に通信可能に連結されるように指定されているかを、指令信号と関連する識別子
及び受領信号と関連する識別子を指令信号の指定された識別子及び受領信号の指定された
識別子と比較することにより判断する、
　請求項１５に記載の機器。
【請求項１７】
　検証コントローラが、
　第１の無線通信経路を介してプロセス制御システムの第１の複数の部分に、各々が異な
る周期を含む複数の指令信号を送信し、
　プロセス制御システムの第２の複数の部分から第２の無線通信経路を介して複数の受領
信号を受け取り、
　プロセス制御システムの第１の複数の部分の各々とプロセス制御システムの第２の複数
の部分の各々との間の通信経路を検証する、
　請求項１４～１６のいずれか１項に記載の機器。
【請求項１８】
　プロセス制御システムにおいてフィールド装置及びプロセスコントローラ間の通信経路
を検証するためのシステムであって、
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　検証コントローラからの指令信号を受け取ったことに応答して第１の配線式通信経路を
介して検証信号を送信するか、または、第１の配線式通信経路を介して検証信号を受け取
ったことに応答して第１の無線通信経路を介して受領信号を送信するための検証中継ボッ
クス
　を備えるシステム。
【請求項１９】
　検証信号を受け取ったことに応答して検証コントローラに第２の無線通信経路を介して
受領信号を送信するか、または、第２の無線通信経路を介して指令信号を受け取ったこと
に応答して検証信号を送信するためのプロセスコントローラと、
　第１の配線式通信経路を介して検証中継ボックスから検証信号を受け取ってプロセスコ
ントローラに検証信号を転送するか、またはプロセスコントローラから検証信号を受け取
って第１の配線式通信経路を介して検証中継ボックスに検証信号を転送するためのＩ／Ｏ
カードと、
　第２の配線式通信経路を介して検証中継ボックスに通信可能に連結されるフィールド装
置と、
　を更に備える、請求項１８に記載のシステム。
【請求項２０】
　検証信号を送信する前に、検証中継ボックスが、フィールド装置にプロトコル信号を送
りフィールド装置からプロトコル応答信号を受け取ることにより、フィールド装置が検証
中継ボックスに通信可能に連結されるかどうかを判断する、
　請求項１８又は１９に記載のシステム。
【請求項２１】
　プロセスコントローラが、ワークステーションを含み、各々が通信経路を介して検証中
継ボックスに通信可能に連結される複数のＩ／Ｏモジュールに通信可能に連結される、
　請求項１８～２０のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項２２】
　受領信号が、Ｉ／Ｏカードの識別番号及び検証中継ボックスの識別子のうちの少なくと
も一つを含む、
　請求項１８～２１のいずれか1項に記載のシステム。
【請求項２３】
　フィールド装置が検証中継ボックスに通信可能に連結される前に、検証中継ボックスが
、検証コントローラからの指令信号を受け取ったことに応答して第１の配線式通信経路を
介して検証信号を送信するか、または、第１の配線式通信経路を介して検証信号を受け取
ったことに応答して第１の無線通信経路を介して受領信号を送信する、
　請求項１８～２２のいずれか１項に記載のシステム。
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